
こ
の
問
い
に
答
え
る
ま
え
に
、
こ
れ
ら
の
三
科
文
が
経
典
の
奈
辺
に
相

当
す
る
か
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

世
親
は
第
五
難
勝
地
・
第
六
現
前
地
に
つ
い
て
同
じ
三
科
文
を

た
て
て
註
釈
す
る
。

日
殊
勝
と
す
る
慢
の
対
治
（
澳
訳
十
地
経
諭
Ｉ
勝
慢
対
治
）

口
す
ぐ
れ
た
不
住
近
の
行
（
不
住
道
行
勝
）

日
す
ぐ
れ
た
彼
の
結
果
（
彼
果
勝
、
口
の
結
果
を
意
味
す

づ
Ｑ
）

こ
こ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
世
親
の
註
釈
の
意
図
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
次
の
様
に
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

⑧
何
故
に
第
五
地
と
第
六
地
と
が
同
じ
観
点
で
註
釈
さ
れ
得

る
の
で
あ
る
か

⑧
日
勝
慢
対
治
と
口
不
住
道
行
勝
と
の
間
に
い
か
な
る
関
係

が
認
め
ら
れ
る
の
か

第
五
・
第
六
菩
薩
地
に
対
す
る
世
親
註
の
骨
格

第
六
地
の
場
合

㈲
菩
薩
摩
訶
薩
已
具
二
足
五
地
圭
欲
し
入
二
六
地
聿
当
』
以
二
十
平
等
法
聿

第
五
地
の
場
合

９
菩
薩
摩
訶
薩
已
具
二
足
第
四
地
一
欲
し
得
一
一
第
五
地
一
当
し
以
一
一
十
平
等

心
至
何
等
為
し
十
。
一
過
去
佛
法
平
等
。
二
未
来
佛
法
平
等
。
三
現

在
佛
法
平
等
。
（
乃
至
）
受
二
諸
俳
神
力
所
護
一
故
。
生
二
定
不
退
心
一

故
。
（
大
正
蔵
第
九
巻
由
認
・
副
腎
）

㈲
如
ン
実
知
一
一
是
苦
聖
諦
争
是
苦
集
諦
。
是
苦
滅
諦
。
是
苦
滅
道
諦
。

（
乃
至
）
為
二
切
衆
生
心
清
浄
一
故
。
為
し
調
二
伏
一
切
衆
生
一
故
。

為
し
滅
二
切
衆
生
諸
憂
悩
華
昆
満
一
其
願
一
故
。
（
呂
胃
１
画
呂
巴

目
是
菩
薩
住
一
一
難
勝
地
聿
不
レ
忘
二
諸
法
一
故
・
名
為
一
一
念
者
圭
決
二
定
智

慧
一
故
。
名
為
一
一
智
幸
且
（
乃
至
）
禅
定
神
通
。
四
無
量
心
。
四
無
色

定
。
諸
不
一
悩
乱
や
安
一
一
衆
生
一
事
。
哀
一
一
衆
生
一
故
。
出
一
一
如
レ
此
法
聖

令
陛
入
一
一
諸
佛
無
上
之
法
壬
（
圏
３
１
．
）

平
野
修
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何
等
為
し
十
。
一
以
二
無
性
一
故
。
一
切
法
平
等
。
（
乃
至
）
十
以
二
有

無
不
二
一
故
。
一
切
法
平
等
。
菩
薩
以
一
一
是
十
平
等
法
聿
得
し
入
二
第
六

地
聿
由
認
ご
）

目
是
菩
薩
観
一
二
切
法
如
し
是
相
宅
大
悲
為
し
首
。
増
二
長
大
悲
一
故
。

観
二
世
間
生
滅
相
柔
（
乃
至
）
如
し
是
逆
順
十
種
観
二
十
二
因
縁
法
辛
所

謂
因
縁
分
次
第
。
心
所
仁
摂
。
自
助
成
法
。
不
二
相
捨
離
垂
随
一
一
三
道
一

行
。
分
二
別
先
後
際
↓
三
苦
差
別
。
従
二
因
縁
一
起
・
生
滅
縛
。
無
所

有
尽
観
。
合
認
ご
－
ｍ
ｇ
四
）

匂
是
菩
薩
随
一
一
十
二
因
縁
雫
無
し
我
無
し
人
。
無
二
衆
生
圭
無
二
寿
命
者
聿

離
一
一
作
者
使
作
者
至
主
属
二
衆
因
縁
毛
如
是
観
時
。
空
解
脱
門
現
在
前
。

（
乃
至
）
是
菩
薩
住
二
現
前
地
聿
於
一
一
般
若
波
羅
蜜
一
偏
勝
。
得
二
明
上

順
忍
如
以
レ
順
二
是
法
一
無
し
有
二
連
逆
↓
宙
忠
四
１
．
）

ｊＡ
何
故
に
第
五
地
と
第
六
地
と
が
同
じ
観
点
で
註
釈
さ
れ
得

く

る
の
で
あ
る
か

世
親
註
１

第
五
地
は
三
種
（
の
観
点
）
が
安
立
さ
れ
る
と
知
る
、
へ
き
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
殊
勝
と
す
る
慢
の
対
治
の
安
立
と
す
ぐ
れ
た

不
住
道
の
行
の
安
立
と
そ
れ
の
果
の
安
立
と
で
あ
る
。
こ
の
中
、

殊
勝
と
す
る
慢
の
対
治
と
は
不
退
転
な
る
作
意
を
有
す
る
十
種

I

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
世
親
註
１
．
２
に
説
明
を
加
え
な
が
ら
問
題

㈲
を
考
え
て
み
よ
う
。

第
四
地
で
不
捨
の
法
を
理
解
し
た
と
す
る
慢
の
対
治
が
な
さ
れ

た
と
あ
る
が
、
こ
の
不
捨
（
ぬ
号
の
厨
蝕
）
の
法
と
は
第
三
地
で
一
切

衆
生
の
救
済
の
た
め
に
菩
薩
が
火
に
満
つ
る
三
千
世
界
に
梵
界
ょ

世
親
註
２
‐

実
に
第
五
地
で
な
さ
れ
た
、
殊
勝
と
す
る
慢
の
対
治
の
安
立
、

す
ぐ
れ
た
不
住
道
の
行
、
そ
の
果
の
安
立
と
い
う
三
種
の
安
立

が
第
六
地
に
お
い
て
同
じ
く
設
定
さ
れ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
と
に
第
四
地
と
第
五
地
に
お
い
て
人
我
に
執
着
す
る
故
に

①

（
生
ず
る
）
不
捨
の
法
を
理
解
し
た
と
す
る
慢
（
第
四
地
）
と
、

清
浄
の
心
の
相
続
を
区
別
す
る
慢
の
対
治
が
説
か
れ
た
の
で
あ

る
が
、
こ
の
（
第
六
）
地
に
お
い
て
は
、
法
に
執
着
す
る
こ
と

よ
り
生
じ
た
、
雑
染
と
清
浄
と
を
区
別
す
る
慢
に
対
し
て
十
種

の
法
の
平
等
性
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

の
清
浄
に
対
す
る
意
向
の
平
等
性
で
あ
る
。

先
に
法
を
理
解
し
た
と
す
る
慢
の
対
治
に
つ
い
て
す
で
に
説

明
し
お
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
（
第
五
地
）
で
は
清
浄
な
る

心
の
相
続
を
区
別
す
る
慢
の
対
治
を
説
示
す
る
の
で
あ
る
。
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り
身
を
投
ず
る
こ
と
す
ら
も
苦
と
せ
ず
求
め
ら
れ
た
如
来
の
所
説

の
法
で
あ
る
。
如
来
所
説
の
法
は
大
悲
よ
り
出
で
衆
生
を
懸
念

（
の
砦
①
厨
四
）
し
て
説
き
明
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

世
親
は
こ
こ
に
第
三
地
よ
り
第
四
地
へ
の
必
然
的
理
由
を
見
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
三
地
の
菩
薩
が
如
来
所
説
の
法
を
理
解

し
た
と
す
る
と
き
、
菩
薩
の
上
に
法
の
私
有
化
が
惹
起
す
る
。
こ

れ
が
課
題
と
な
っ
て
展
開
す
る
と
こ
ろ
に
第
四
地
と
名
づ
け
ら
れ

る
境
位
が
把
握
さ
れ
て
く
る
、
と
世
親
は
見
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
法
の
私
有
化
と
は
虚
空
に
等
し
い
法
界
を
自
ら
の
思
量

の
中
に
封
じ
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
拡
大
を
計
ろ
う
と
す
る
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
法
界
は
本
来
、
何
も
の
に
も
所
属
す
る
こ
と
の

な
い
性
で
あ
る
か
ら
誰
れ
の
所
有
と
も
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
所

有
さ
れ
た
と
き
に
は
～
か
え
っ
て
そ
の
法
は
所
有
者
自
身
を
増
上

慢
、
榔
怠
に
導
び
き
、
自
己
満
足
に
転
落
せ
し
め
る
因
と
な
る
。

こ
れ
を
世
親
は
「
自
ら
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
も
の
、
自
ら
知
る
、

②

自
ら
に
よ
っ
て
修
習
さ
れ
る
ゞ
へ
き
も
の
、
自
ら
修
習
す
る
」
と
い

う
我
執
・
我
所
執
へ
と
法
が
異
質
化
す
る
こ
と
と
し
て
捉
え
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
法
の
私
有
化
が
解
法
慢
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

③

こ
の
解
法
慢
が
第
四
地
で
十
種
の
世
界
（
目
鼻
ロ
）
を
見
出
す
こ

と
に
よ
っ
て
我
・
我
所
と
し
て
執
着
さ
れ
た
狭
少
な
自
己
の
世
界

が
破
ら
れ
対
治
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
第
五
地
の
勝
慢
（
騨
昏
冒
日
〕
四
‐
ぐ
胃
麗
）
を
討
究
し
よ
う
。

こ
れ
は
第
四
地
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
法
界
の
空
間
的
側
面
を
あ

ら
わ
す
無
所
有
性
が
時
間
的
に
区
別
・
差
別
（
ｇ
旨
ロ
四
）
さ
れ
る

こ
と
に
関
係
す
る
。
こ
こ
で
言
う
勝
慢
の
〃
勝
″
は
ａ
紺
麗
で

あ
り
、
〃
特
殊
・
顕
著
〃
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
通
常
は
〃
殊
勝
″

と
漢
訳
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
比
較
・
相
対
関
係
を
内

に
含
ん
だ
こ
と
ば
で
あ
り
、
他
と
比
較
し
て
勝
れ
、
き
わ
だ
っ
て

い
る
、
と
い
う
意
味
を
も
つ
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
を
有
す
る
〃
殊
勝
″
が
第
五
地
と
い

か
な
る
関
係
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
第
四
地
で
如
来
所
説
の
法
が

無
所
有
性
で
あ
る
と
観
察
さ
れ
た
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
‐

り
、
無
所
有
性
の
故
に
秩
序
・
系
譜
・
同
一
性
な
ど
な
く
、
ま
た
、

そ
の
価
値
も
得
聞
の
人
に
委
ね
ら
れ
、
勝
劣
が
定
め
ら
れ
、
つ
い

に
は
混
乱
に
陥
る
危
険
と
関
係
す
る
。
す
な
わ
ち
、
菩
薩
が
無
所

有
性
の
故
に
自
ら
の
得
聞
の
法
を
も
っ
て
他
と
区
別
・
差
別
す
る

こ
と
が
こ
の
第
五
地
に
お
け
る
〃
殊
勝
〃
で
あ
り
、
そ
れ
が
我
執

と
結
び
つ
く
こ
と
が
〃
勝
慢
″
で
あ
る
。

世
親
は
第
四
地
の
菩
薩
に
〃
勝
慢
〃
を
認
め
る
故
に
第
五
地
冒

頭
で
経
典
が
説
く
十
種
の
一
‐
清
浄
に
対
す
る
心
の
意
向
の
平
等
性

④

（
ｇ
茸
獣
畠
騨
昌
曾
呂
巨
、
色
昌
座
菌
）
」
が
〃
勝
慢
″
の
対
治
で
あ
る
と

註
釈
す
る
の
で
あ
る
。
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十
種
の
、
騨
昌
四
国
は
そ
の
意
味
で
第
四
地
を
超
え
て
第
五
地
と

い
わ
れ
る
境
位
を
開
く
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
る
。
再
述
す
れ

ば
、
教
法
を
区
別
す
る
行
為
が
そ
の
ま
ま
菩
薩
を
閉
鋏
す
る
畦
と

な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
壁
の
如
き
勝
慢
を
破
る
も
の
が
平
等
性

で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
く
豚
①
笛
が

印
璽
皀
四
菌
と
対
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
世
親
註
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

世
親
註
３

こ
の
中
、
清
浄
に
対
す
る
心
の
意
向
の
平
等
性
と
は
清
浄
に
対

す
る
心
の
意
向
が
平
等
た
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
（
心

の
意
向
の
平
等
性
）
は
清
浄
を
分
析
し
て
十
種
あ
る
と
知
る
べ

き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
種
の
清
浄
と
は
（
清
浄
が
）
諸
佛

の
法
（
盲
目
冨
鼠
目
‐
含
肖
昌
隣
）
と
諸
佛
の
法
を
内
容
と
す
る

も
の
（
ｇ
目
営
騨
目
白
‐
巳
］
肖
目
目
）
と
に
分
析
さ
れ
た
も
の
と
知

る
ゞ
へ
き
で
あ
る
。

諸
佛
の
法
と
は
何
で
あ
る
か
、
と
い
え
ば
、
三
世
の
力
な
ど

で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
（
経
に
）
汝
等
佛
子
達
よ
、
第
四
菩

薩
地
で
道
が
よ
く
満
た
さ
れ
た
菩
薩
は
第
五
地
に
入
る
。
す
な

わ
ち
、
彼
は
十
の
清
浄
に
対
す
る
心
の
意
向
の
平
等
性
に
よ
っ

て
入
る
。
十
と
は
何
か
、
す
な
わ
ち
、
過
去
の
佛
法
清
浄
に
対

世
親
註
１
．
２
．
３
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
五
地
の
勝
慢
の

具
体
的
内
容
は
「
清
浄
な
心
の
相
続
を
区
別
す
る
（
ｇ
匡
国
巨
騨
‐

ｇ
目
］
鱒
）
慢
」
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
「
消
浄
な
る
心
」
と
は
経
典

と
照
合
す
る
と
法
（
烏
目
白
陰
）
、
有
法
（
目
肖
目
旨
）
を
意
味
す
る
。

更
に
法
は
「
三
世
の
力
な
ど
」
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
十
カ
．

四
無
畏
・
十
八
不
共
法
を
意
味
し
、
有
法
は
三
学
・
衆
生
利
益
の

自
利
を
他
の
行
法
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
・
有
法
で
佛

法
全
休
を
表
現
す
る
の
で
あ
る
か
ら
＄
「
清
浄
な
る
心
」
は
佛
法

全
体
と
い
う
意
義
を
も
つ
。
こ
の
清
浄
が
三
世
の
諸
佛
に
等
流
し

て
差
別
が
な
い
こ
と
が
「
相
続
」
の
意
味
で
あ
る
。

世
親
註
２
で
「
人
我
に
執
着
す
る
故
に
生
ず
る
勝
慢
」
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
菩
薩
の
微
細
な
る
自
己
関
心
か
ら
「
清
浄
な
る
心

の
相
続
」
が
断
絶
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
現
在
を
過
去
・
未
来
と
切

り
離
し
命
脈
を
見
な
い
の
で
あ
る
。
史
観
の
欠
如
で
あ
る
。
菩
薩

す
る
心
の
意
向
の
平
等
性
、
未
来
の
佛
法
清
浄
に
対
す
る
心
の

意
向
の
平
等
性
、
現
在
の
佛
法
清
浄
に
対
す
る
心
の
意
向
の
平

等
性
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
三
世
の
力
な
ど
の
諸
佛
の
法
が
説
か
れ
た
の
で
、

（
次
に
）
戒
・
定
・
慧
・
衆
生
を
成
熟
す
る
こ
と
を
具
す
る
も

の
に
よ
っ
て
諸
佛
の
法
を
内
容
と
す
る
も
の
が
示
さ
れ
る
。
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の
現
在
が
過
去
・
未
来
に
対
し
て
開
け
を
有
し
な
い
閉
鎖
的
状
況

に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
過
去
が
蘇
り
、
未
来
が
開
け
る
た
め
に
は

閉
鎖
的
な
自
己
関
心
が
破
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
破
ら
れ
ね
ば
、

過
去
・
未
来
は
他
な
る
対
象
で
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
味
が

「
区
別
す
る
慢
」
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

区
別
さ
れ
る
含
匡
ロ
己
四
）
故
に
殊
勝
（
ぐ
豚
の
私
）
で
あ
る
、
と

せ
ざ
る
を
得
な
い
慢
は
「
意
向
の
平
等
性
」
を
得
る
こ
と
に
よ
っ

て
対
治
さ
れ
る
。
「
意
向
の
平
等
性
」
と
は
世
親
註
３
に
見
る
よ
う

に
、
「
意
向
が
平
等
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
過
去
・
未
来
・

現
在
の
佛
法
に
対
し
て
思
念
す
る
こ
と
が
ら
が
等
し
い
、
つ
ま
り

三
世
の
佛
法
に
対
す
る
思
念
に
勝
・
劣
の
差
別
観
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
何
故
、
差
別
が
な
い
と
い
え
る
か
、
と
い

う
問
い
が
残
る
が
問
題
⑧
に
触
れ
る
の
で
こ
こ
で
は
述
べ
な
い
。

と
も
か
く
ぐ
豚
①
塁
は
函
具
自
国
と
冒
冒
畠
を
介
し
て
笛
自
浄
菌

と
関
係
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
同
じ
こ
と
が
「
中

辺
分
別
論
釈
疏
」
で
は

「
（
第
五
地
の
菩
薩
は
）
過
去
・
未
来
・
現
在
の
一
切
の
諸
佛
・

世
尊
・
菩
薩
の
相
続
と
自
分
達
と
は
相
互
に
差
別
な
く
等
し
い
と

⑤

見
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
第
四
地
で
如
来
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
存
在
領
域
（
世
界
）
の
深
広
性
を
見
出
し
た
菩
薩
は
見
出

し
た
現
在
に
と
ど
ま
ら
ず
、
讃
嘆
さ
れ
る
ゞ
へ
き
過
去
と
確
信
せ
ら

れ
た
未
来
と
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
第
五
地
と
名
づ
け
ら
れ
る
境

位
に
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
菩
薩
の
微
細
な

る
主
観
性
が
推
破
せ
ら
れ
公
開
さ
れ
た
地
平
に
立
つ
の
で
あ
る
。

こ
の
地
平
に
立
つ
菩
薩
は
意
欲
と
自
信
に
満
ち
る
者
と
な
る
。
な

ぜ
な
ら
経
典
に
「
意
向
の
平
等
性
」
の
あ
と
で

「
本
願
力
を
持
し
、
慈
・
悲
に
よ
っ
て
一
切
衆
生
を
捨
て
ず
、

福
・
智
の
資
糧
を
あ
つ
め
、
癬
怠
な
く
、
方
便
善
巧
を
成
就
し
、

次
第
し
て
上
々
の
地
の
輝
き
を
観
じ
、
如
来
の
加
威
を
求
め
、

、
、
、
℃
、
、
、

念
・
慧
・
了
解
・
覚
の
力
を
持
す
る
故
に
不
退
転
な
る
作
意
と
な

⑥
っ
て
」
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
世
親
註
１
で
は

「
不
退
転
な
る
作
意
を
有
す
る
十
種
の
清
浄
に
対
す
る
意
向
の
平

等
性
」
と
い
う
有
財
釈
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
が
第
五
地
に
お
い
て
「
勝
慢
」
が
説
か
れ
る
理
由
と
背
景

ま
た
、
そ
れ
の
「
対
治
」
の
方
法
と
そ
れ
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る

地
平
と
で
あ
る
。
総
括
す
れ
ば
歴
史
の
発
見
と
い
え
よ
う
。

第
五
地
の
「
勝
慢
」
に
つ
い
て
解
説
し
お
え
た
か
ら
次
に
第
六

地
の
「
勝
慢
」
の
意
味
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

世
親
註
２
で
「
こ
の
（
第
六
）
地
に
お
い
て
は
、
法
に
執
着
す

I
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る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
雑
染
と
清
浄
と
を
区
別
す
る
慢
に
対
し
て
、

十
種
の
法
の
平
等
性
が
説
か
れ
る
」
と
い
わ
れ
、
こ
の
第
六
地
で

は
第
四
・
第
五
地
の
「
人
に
対
す
る
執
着
」
か
ら
、
「
法
の
執
着
」

へ
と
移
行
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
第
五
地
で
主
観
性
が
破
ら
れ
て
法
が
客
観
性
を
回
復
し

た
と
こ
ろ
か
ら
生
ず
る
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
佛
法
清
浄
を
自

身
の
内
外
に
見
出
し
た
菩
薩
が
そ
の
清
浄
を
背
景
と
し
て
「
不
退

転
な
る
作
意
と
な
っ
て
」
実
践
す
る
際
に
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
課

題
で
あ
る
。

佛
法
清
浄
を
智
見
し
不
退
転
な
る
作
意
を
有
す
る
菩
薩
の
課
題

は
雑
染
の
現
実
の
救
済
に
あ
る
。
こ
こ
か
ら
雑
染
と
清
浄
と
の
軋

櫟
が
生
じ
て
く
る
。
こ
れ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
問
題
⑧
に
譲
る
が
、

こ
の
乢
櫟
を
第
五
地
の
名
「
難
勝
目
‐
目
ユ
昌
倒
」
が
よ
く
物
語
っ

て
い
る
と
だ
け
述
、
へ
て
お
こ
う
。
世
親
は
こ
の
軋
礫
の
因
を
「
法

に
執
着
す
る
こ
と
よ
り
生
じ
た
雑
染
と
清
浄
と
を
区
別
す
る
」
こ

と
に
あ
る
と
観
る
の
で
あ
る
。

清
浄
を
背
景
と
す
る
菩
薩
が
雑
染
の
現
実
に
あ
っ
て
苦
悩
多
き

⑦

二
切
衆
生
を
清
浄
な
ら
し
め
、
般
浬
梁
せ
し
め
」
ん
が
為
に
努

力
す
る
（
胃
四
喜
呉
①
）
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
自
明

と
み
え
る
事
柄
に
世
親
は
陥
究
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
「
友
な

⑧

く
唯
一
人
で
」
努
力
す
る
菩
薩
の
相
に
「
慢
」
を
見
た
の
で
あ
る
。

で
は
ど
う
し
て
斯
様
な
視
点
が
世
親
に
獲
得
さ
れ
た
の
で
あ
る

繕
う
か
。

極
め
て
常
識
的
に
は
次
の
様
な
答
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
第
六
地
も
第
五
地
と
同
様
、
入
地
の
必
須
条
件
と
し
て

「
平
等
性
」
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
当
然
そ
れ
は
差
別
の
対
治

を
意
味
す
る
。
故
に
こ
の
地
に
於
て
も
「
勝
慢
」
が
前
地
と
同
様

に
述
べ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
。

し
か
し
こ
れ
で
は
充
全
と
言
わ
れ
な
い
。
こ
れ
で
は
第
五
地
か

ら
第
六
地
が
開
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
解
明
さ
れ
な
・
い
か

ら
で
あ
る
。

先
の
第
五
地
で
歴
史
の
命
脈
に
つ
い
て
述
詞
へ
た
が
第
五
地
と
第

六
地
の
間
に
は
歴
史
上
の
課
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
推
測

さ
れ
る
。
そ
れ
は
世
親
が
現
実
に
清
浄
と
雑
染
と
の
軋
櫟
を
佛
法

清
浄
に
依
止
す
る
出
家
教
川
と
在
俗
の
人
左
と
の
間
の
取
り
戻
し

よ
う
の
な
い
乖
離
に
見
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

出
家
者
の
努
力
に
拘
わ
ら
ず
現
実
は
別
様
の
相
を
呈
し
て
く
る
。

世
親
は
そ
の
よ
う
な
軋
礫
・
乖
離
の
因
を
「
清
浄
と
雑
染
と
を
区

別
す
る
こ
と
」
に
あ
る
と
見
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
区
別
す
る
」
と
は
Ｉ
で
述
令
へ
た
よ
う
に
比
較
相
対
に
お
い
て

成
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
佛
法
清
浄
と
い
っ
て
も
扣

対
化
を
免
れ
な
い
。
そ
の
相
対
化
さ
れ
た
清
浄
で
そ
れ
に
対
す
る
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雑
染
を
含
む
こ
と
が
ど
う
し
て
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
菩

薩
の
努
力
が
い
か
に
勝
れ
て
い
て
も
雑
染
の
浄
化
は
非
常
な
難
事

と
な
る
。

ま
た
、
相
対
化
と
は
歴
史
と
成
り
、
現
実
と
成
る
こ
と
と
同
断

て
あ
る
。
佛
法
が
こ
の
世
に
出
家
教
団
の
相
を
と
っ
た
と
き
が
相

対
化
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
こ
の
相
対
化
が
内
に
包
む
矛
盾
が
歴

史
の
流
れ
と
と
も
に
済
・
雑
の
乖
離
と
し
て
表
面
化
し
て
き
た
と

見
ら
れ
る
。
こ
れ
か
先
に
餉
五
地
と
第
六
地
と
の
間
に
歴
史
上
の

課
題
が
あ
る
と
推
測
し
た
理
由
で
あ
る
。

こ
の
歴
史
的
課
題
が
大
乗
・
小
乗
と
の
判
釈
を
も
っ
て
や
は
り

歴
史
的
展
開
を
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

課
題
が
歴
史
的
で
個
人
を
超
え
て
い
る
場
合
、
個
人
的
努
力
を

も
っ
て
し
て
も
歴
史
を
動
か
す
原
動
力
と
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
に

菩
薩
第
五
地
の
限
界
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
「
勝
慢
」
と
い

わ
れ
る
の
は
相
対
化
さ
れ
た
清
浄
を
絶
対
化
し
て
い
る
た
め
で
あ

マ
（
》
Ｏ

こ
の
よ
う
な
問
題
を
背
景
と
し
て
第
六
地
冒
頭
の
十
種
の
法
の

平
等
性
が
対
治
法
と
い
う
意
義
を
も
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
「
法
の
平
等
性
」
は
清
浄
と
雑
染
と
を
区
別
す
る
立
場
と
全
く

異
質
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
探
玄
記
」
が
そ
れ
に
つ
い
て
的

確
に
表
現
し
て
い
る
の
で
引
用
し
て
お
こ
う
。

清
・
雑
を
区
別
す
る
立
場
は
一
見
当
然
と
見
え
る
が
別
個
の
も

の
で
あ
れ
ば
、
雑
染
に
沈
む
衆
生
の
救
済
が
如
何
に
し
て
可
能
で

あ
る
か
。
可
能
と
す
れ
ば
別
個
の
清
浄
の
領
域
に
入
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
現
実
的
に
言
え
ば
出
家
し
て
佃
伽
に
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

極
論
す
れ
ば
、
す
等
へ
て
の
も
の
が
出
家
し
て
僧
伽
に
入
っ
た
場

合
、
そ
の
僧
伽
は
清
浄
と
も
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ

の
区
別
を
認
め
て
い
る
限
り
、
そ
の
う
え
で
の
思
惟
、
努
力
は
す

寺
へ
て
私
的
で
あ
り
、
体
制
内
的
狭
少
さ
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
区
別
す
る
立
場
そ
の
も
の
が
問
わ
れ

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
か
ら
「
｜
切
法
無
根
拠
な
る
平
等
性

⑩

（
⑳
胃
く
ゅ
‐
巳
〕
貴
冒
騨
‐
四
日
日
再
菌
‐
“
四
目
凹
薗
）
」
等
が
開
示
さ
れ
て
く

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
区
別
す
る
立
場
の
中
か
ら
そ
の
場
を
超
え
て

包
む
智
慧
が
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
六
地
に
十
波
羅
蜜
の
中
、

⑪

慧
波
羅
蜜
が
相
応
す
る
所
以
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
が
第
六
地
に
お
け
る
「
勝
慢
」
の
意
義
内
容
で
あ

四
地
趾
し
出
し
世
不
し
能
し
随
。
五
地
能
随
二
世
間
一
而
不
レ
能
し
破
一
一

染
浄
見
圭
此
地
観
二
察
無
染
浄
法
界
一
示
二
彼
見
一
故
。
是
如
来
也
。

三
唯
識
論
云
。
前
五
地
中
有
相
観
多
、
無
相
観
少
。
第
六
地
中

無
相
観
多
、
有
相
観
少
。
第
七
地
去
純
無
相
観
。
今
此
地
於
二

⑨

無
相
観
一
退
少
入
多
。

44



る
。
第
五
地
と
考
え
あ
わ
せ
て
何
故
に
世
親
が
同
じ
科
文
を
両
地

に
配
し
た
か
と
い
う
問
い
に
ほ
ぼ
次
の
様
な
了
解
を
わ
れ
わ
れ
は

得
る
で
あ
ろ
う
。

世
親
は
第
五
地
の
勝
慢
対
治
で
佛
教
が
歴
史
的
形
態
を
と
っ
た

ゴ
ー
ダ
マ

意
義
を
明
白
に
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
佛
陀
の
法
が
三
世
を

貫
い
て
ひ
た
す
ら
に
衆
生
安
楽
の
道
を
示
し
て
い
る
と
い
う
佛
陀

出
世
の
意
義
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。
第
五
地
と
第
六
地
の
間

で
、
佛
陀
滅
後
、
不
鮮
明
と
な
っ
た
佛
陀
出
世
の
意
義
を
回
復
・

光
關
す
べ
き
必
然
的
事
由
に
撞
着
し
、
第
六
地
の
「
勝
慢
対
治
」

で
そ
の
意
義
を
回
復
す
る
の
で
あ
る
。
佛
陀
の
意
義
を
め
ぐ
る
歴

史
の
道
程
を
解
明
す
る
た
め
に
第
五
地
・
第
六
地
が
同
一
観
点
で

註
釈
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
乗
よ
り
大
乗
へ
と
転
入
し
た
世

親
で
あ
れ
ば
そ
う
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
は
余
り
に
も
想
像
に
過

ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。

、
１
ノ
、
１
ノ

、
１
ノ

Ｂ
｜
勝
慢
対
治
と
二
不
住
道
行
勝
と
の
間
に
い
か
な
る
関
係

く
く

く

が
認
め
ら
れ
る
の
か

世
親
註
４

こ
の
中
す
ぐ
れ
た
不
住
の
道
を
行
ず
る
こ
と
と
は
③
所
知
に
っ

I

い
て
の
殊
勝
な
る
清
浄
智
と
⑤
衆
生
に
対
す
る
殊
勝
な
慈
悲
を

お
こ
す
努
力
と
の
二
種
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
こ
の
二
（
清
浄

智
と
慈
悲
）
に
よ
っ
て
生
死
と
浬
藥
に
住
し
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
か
の
清
浄
智
は
二
種
で
あ
る
と
知
る
熱
へ
き
で
あ
る
。

（
第
一
は
）
四
諦
を
了
知
す
る
故
に
真
実
法
を
安
立
す
る
。
所

以
は
（
経
に
）
彼
は
こ
れ
は
苦
聖
諦
で
あ
る
と
如
実
に
了
知
す

る
。
ま
た
、
こ
れ
は
苦
集
で
あ
る
、
こ
れ
は
苦
減
で
あ
り
、
こ

れ
は
苦
滅
に
導
く
道
聖
諦
で
あ
る
と
如
実
に
了
知
す
る
、
と
説

か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
第
二
は
）
十
諦
に
巧
み
で
あ
る
故
に
、
衆
生
を
救
済
す
る

方
便
を
安
立
す
る
。
所
以
は
（
経
に
）
彼
は
世
俗
諦
に
善
巧
と

な
り
、
勝
義
諦
に
善
巧
と
な
り
、
（
鋪
三
よ
り
第
九
ま
で
略
す
）
菩

薩
地
の
一
切
の
次
第
相
続
が
成
就
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
い

に
は
如
来
智
を
集
め
る
諦
に
善
巧
と
な
る
、
と
説
か
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

こ
の
中
、
真
実
法
と
は
諸
如
来
が
世
に
在
っ
て
も
無
く
と
も
、

因
・
果
の
区
別
の
上
か
ら
、
二
諦
（
苦
・
集
）
は
雑
染
法
で
あ

り
、
（
他
の
）
二
諦
は
清
浄
法
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
（
第
二
の
）
衆
生
を
救
済
す
る
方
便
の
安
立

は
所
化
の
差
別
に
よ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。
実
に
所
化
に
七

種
あ
る
。
（
声
聞
の
所
化
が
六
種
、
第
七
が
大
乗
の
所
化
で
あ
り
、
十
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第
五
地
の
不
住
処
の
行
の
中
心
は
「
四
聖
諦
」
に
あ
る
。
こ
の

四
聖
諦
か
ら
智
慧
・
方
便
・
慈
悲
が
開
か
れ
て
く
る
。
四
聖
諦
が

中
心
と
な
る
理
由
は
問
題
㈲
で
言
及
し
た
よ
う
に
三
世
に
相
続
す

る
佛
法
全
体
に
相
応
す
る
も
の
と
し
て
四
聖
諦
が
と
り
あ
げ
ら
れ

諦
の
中
第
一
よ
り
第
九
ま
で
が
声
聞
、
第
十
が
大
乗
の
所
化
に
配
置
さ

れ
る
と
述
雪
へ
ら
れ
て
い
る
）
〈
中
略
〉

こ
の
よ
う
に
所
知
に
つ
い
て
の
清
浄
智
を
説
き
お
わ
っ
た
か

ら
（
次
に
）
有
為
は
虚
妄
等
の
相
で
あ
る
と
知
覚
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
慈
悲
を
お
こ
す
故
に
⑤
衆
生
に
対
す
る
殊
勝
な
慈
悲
を

お
こ
す
努
力
で
あ
る
。
と
説
示
す
る
の
で
あ
る
。
所
以
は
（
経

に
）
か
く
の
如
く
、
諸
諦
に
善
巧
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
就

さ
れ
た
知
覚
（
盲
目
宮
）
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
有
為
は
虚
し

く
、
奪
わ
れ
る
性
質
を
も
ち
、
欺
く
も
の
で
あ
り
、
愚
人
を
ま

ど
わ
す
も
の
で
あ
る
と
如
実
に
知
る
。
更
に
、
彼
に
は
衆
生
に

対
す
る
大
悲
が
現
前
し
、
大
悲
の
光
明
が
あ
ら
わ
れ
る
、
と
説

か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
（
こ
の
あ
と
大
悲
に
二
種
あ
る
と
述
、
へ
、

第
一
は
縁
起
の
観
察
か
ら
苦
を
如
実
に
見
る
こ
と
よ
り
お
こ
る
大
悲
で

あ
り
、
第
二
は
久
遠
劫
よ
り
は
な
れ
な
い
種
灸
の
苦
を
観
察
す
る
か
ら
、

耐
え
る
こ
と
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
苦
を
対
象
と
す
る
こ
と

よ
り
お
こ
る
大
悲
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
）

た
こ
と
に
な
る
。
逆
に
言
え
ば
四
聖
諦
に
佛
果
・
三
学
・
衆
生
利

益
の
行
す
、
へ
て
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
世
親
註

４
で
「
如
来
が
世
に
在
っ
て
も
無
く
と
も
」
真
実
法
と
い
わ
れ
た

こ
と
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
更
に
ま
た
、
四
聖
諦
は
因
・
果
の
上

で
清
浄
法
と
雑
染
と
に
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ

四
聖
諦
を
了
知
す
る
こ
と
か
ら
方
便
智
が
生
ず
る
と
い
わ
れ
世
親

は
こ
の
二
智
を
も
っ
て
清
浄
智
と
す
る
。
四
諦
・
十
諦
で
智
慧
・

方
便
門
を
語
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
慈
悲
門
は
経
典
の
意

を
受
け
な
が
ら

「
す
ぐ
れ
た
不
住
道
の
行
に
よ
っ
て
（
衆
生
）
救
済
の
方
便
を

具
す
る
故
に
大
悲
が
現
前
す
る
」
と
註
釈
す
る
。
こ
の
註
釈
を
文

字
通
り
理
解
す
れ
ば
、
不
住
道
の
行
を
因
と
し
て
大
悲
が
生
ず
る

の
で
あ
っ
て
、
大
悲
が
あ
る
か
ら
不
住
道
の
行
が
成
立
す
る
と
言

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
智
慧
↓
方
便
↓

慈
悲
へ
と
図
式
的
・
発
展
的
な
表
現
で
不
住
道
の
行
を
語
る
こ
と

が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
智
慧
↓
方
便
↓
慈
悲

の
迎
動
が
必
然
的
で
あ
れ
ば
、
智
慧
が
あ
っ
て
も
慈
悲
が
な
い
と

か
、
智
慧
の
な
い
慈
悲
と
か
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

反
対
に
そ
の
運
動
が
偶
然
で
あ
れ
ば
↑
無
因
論
と
な
り
、
佛
道
自

体
が
成
立
し
な
く
な
る
。
と
す
れ
ば
問
題
は
智
慧
の
必
然
的
な
作

用
を
障
害
す
る
か
、
し
な
い
か
に
極
ま
る
。
「
障
害
宙
ぐ
四
国
園
）
」
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⑫

が
不
住
道
の
行
に
と
っ
て
根
本
的
な
課
題
で
あ
る
。
で
は
こ
の
五

地
で
は
何
が
障
害
で
あ
る
か
、
と
い
え
ば
、
③
で
討
究
し
た
〃
勝

慢
″
こ
そ
が
そ
の
障
害
で
あ
る
。
人
我
に
執
着
す
る
こ
と
か
ら
区

別
・
分
別
に
趣
く
こ
と
こ
そ
が
岐
大
の
障
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
世

説
は
入
地
の
必
須
条
件
と
し
て
〃
勝
慢
対
治
″
を
あ
げ
る
わ
け
で

あ
る
。
こ
の
対
治
に
よ
っ
て
智
慧
は
智
慧
自
身
の
本
然
の
作
用
を

回
復
す
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
を
世
親
は
「
不
退
転
な
る
作
意
を

有
す
る
十
種
の
清
浄
に
対
す
る
心
の
意
向
の
平
等
性
」
（
世
親
註

１
）
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
主
観
の
う
ち
に
閉
鎖
さ
れ
た
智
慧
↓

平
等
性
↓
不
退
転
な
る
作
意
↓
不
住
道
の
行
へ
と
世
親
は
こ
の
第

五
地
を
把
捉
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
㈲
勝
慢
対
治
と
口
不

住
道
の
行
と
の
世
親
の
註
釈
観
点
の
内
的
必
然
性
が
読
み
と
れ
る

で
あ
ろ
う
。

次
に
世
親
が
大
悲
に
二
種
の
在
り
方
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て

少
し
言
及
し
て
み
よ
う
。

世
親
が
第
一
の
在
り
方
で
あ
る
と
認
め
る
大
悲
は
我
・
我
所
を

離
れ
て
い
る
苦
瀧
に
執
着
し
て
流
転
す
る
衆
生
の
相
を
観
察
す
る

の
で
あ
る
。
ま
た
衆
生
は
善
巧
方
便
を
因
と
し
て
生
じ
た
菩
薩
と

違
っ
て
無
明
・
渇
愛
を
因
と
し
て
生
ま
れ
三
種
あ
る
、
と
世
親
は

言
う
。
す
な
わ
ち
、
㈲
欲
を
求
め
る
も
の
口
非
梵
行
を
求
む
る
も

の
巳
有
頂
に
至
る
ま
で
得
ら
れ
る
ゞ
へ
き
有
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
観
察
に
よ
っ
て
衆
生
の
体
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

第
二
の
在
り
方
は
苦
・
集
を
求
め
て
滅
道
を
少
し
も
願
わ
な
い

い
か
ん
と
も
し
が
た
い
衆
生
の
現
実
を
観
察
す
る
。

こ
の
よ
う
に
第
一
・
第
二
の
区
別
で
世
親
は
衆
生
の
苦
・
集
の

因
果
の
相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
何
故
そ
う
す

る
か
と
言
え
ば
、
こ
の
第
五
地
が
四
聖
諦
を
テ
ー
マ
と
す
る
か
ら

で
あ
る
。

⑬

更
に
世
親
は
、
大
悲
の
光
明
を
釈
し
て
、
何
故
に
衆
生
は
苦
集

の
現
実
に
沈
む
か
を
究
明
す
る
。
そ
の
理
由
は
「
善
知
識
・
正

法
」
を
離
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
次

の
よ
う
な
意
味
を
有
す
る
。

正
法
・
善
知
識
の
存
在
が
こ
の
世
に
世
間
・
出
世
間
の
自
覚
領

域
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
輪
廻
・
解
脱
も
成
立
し
な

い
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
衆
生
と
は
盗
意
に
生
き
る
外
な
く
、
死
ぬ
た

め
に
生
き
る
と
い
う
悲
惨
さ
は
払
い
が
た
い
、
と
。

こ
の
理
由
か
ら
第
五
地
の
菩
薩
に
正
法
を
求
め
衆
生
の
善
知
識

た
ら
ん
こ
と
の
努
力
が
生
ず
る
と
世
親
は
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
大
悲
・
大
慈
の
釈
か
ら
苦
・
集
（
雑
染
）
と
減
・
道

（
清
浄
）
と
の
二
種
因
果
の
問
が
菩
薩
の
「
努
力
」
に
よ
っ
て
結

ば
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
「
努
力
」
が
い
か
な
る

意
味
を
も
つ
か
は
㈲
で
述
兼
へ
た
の
で
再
述
し
な
い
。
ま
た
、
こ
の
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努
力
が
「
不
退
転
な
る
作
意
」
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
で

あ
ろ
う
。

こ
れ
で
第
五
地
に
お
け
る
㈲
勝
慢
対
治
と
口
不
住
道
の
行
と
の

関
係
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

世
親
註
５

彼
は
こ
の
よ
う
に
一
切
法
の
自
性
を
観
察
し
、
求
め
、
随
順
し
、

不
逆
し
な
い
時
、
明
利
な
る
随
順
忍
に
よ
っ
て
第
六
の
現
前
菩

薩
地
に
到
達
す
る
。
し
か
し
ま
だ
、
無
生
法
忍
の
門
に
到
達
し

な
い
、
と
い
わ
れ
る
中
、
明
利
（
己
ぷ
目
）
と
は
微
細
な
る
慢

の
対
治
で
あ
る
故
に
。
す
な
わ
ち
、
前
二
地
で
は
粗
と
中
の
対

治
が
軟
中
の
忍
に
よ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
。
随
順
（
忍
）
と

は
い
ま
だ
到
達
し
て
い
な
い
と
い
う
語
か
ら
し
て
無
生
法
忍
の

門
に
順
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
無
生
法
忍
で
あ
る
と
知
識

す
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。
浄
化
す
る
と
は
か
の
所
対
治
で
あ

る
垢
を
の
ぞ
く
が
故
に
。
随
順
す
る
と
は
平
等
性
（
’
十
種
の

法
の
平
等
性
）
を
信
解
す
る
故
に
。
不
逆
し
な
い
と
い
う
の
は

そ
れ
（
平
等
性
）
を
分
別
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
以
上
こ
れ
で

勝
慢
の
対
治
が
説
明
さ
れ
た
。

彼
は
こ
の
よ
う
に
一
切
法
の
自
性
を
観
察
し
と
い
う
の
は
殊

Ⅱ

第
五
地
の
菩
薩
が
「
勝
慢
」
を
対
治
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
不

退
転
な
る
作
意
」
を
有
し
、
四
聖
諦
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た⑭

清
浄
・
雑
染
の
二
領
域
の
質
的
な
差
異
を
自
ら
の
「
殊
勝
な
努
力
」

の
う
ち
に
解
消
せ
ん
と
し
て
自
己
矛
盾
に
撞
着
し
た
こ
と
は
已
に

説
明
し
た
。
そ
し
て
、
清
浄
・
雑
染
を
区
別
・
分
別
す
る
と
こ
ろ

に
そ
の
因
が
あ
る
こ
と
も
述
べ
た
。

第
五
地
の
菩
薩
は
自
ら
の
努
力
の
立
場
に
自
己
矛
盾
を
見
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
〃
法
の
平
等
性
″
を
開
示
す
る
。
し
か
も
、
そ

れ
と
同
時
に
〃
明
利
な
る
随
順
忍
″
が
獲
得
さ
れ
る
。
第
五
地
で

「
不
退
転
な
る
作
意
」
と
表
現
さ
れ
た
も
の
が
こ
こ
で
は
「
明
利

勝
に
趣
く
（
Ｉ
不
住
道
の
行
）
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ

よ
り
は
じ
め
て
（
空
解
脱
門
が
生
ず
る
、
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ

ま
で
）
一
切
衆
生
を
悪
念
し
て
過
去
・
未
来
・
現
在
の
す
ぐ
れ

た
悲
を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
衆
生
を
捨
て
ず
、
一
切
の
微

細
な
る
縁
起
の
相
を
観
察
す
る
故
に
所
知
に
対
す
る
清
浄
智
に

よ
っ
て
、
生
死
と
浬
梁
に
住
し
な
い
故
に
す
ぐ
れ
た
不
住
道
の

行
と
説
示
す
る
の
で
あ
る
。
所
以
は
、
（
経
典
に
）
彼
は
さ
ら

に
大
悲
を
首
と
し
、
大
悲
を
増
上
し
、
大
悲
を
円
満
せ
ん
が
た

め
に
、
世
間
の
生
と
減
を
観
察
す
る
云
盈
と
説
か
れ
て
い
る
故

に
。
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な
る
随
順
忍
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
相
違
は
第
五
地
の
雑
染
の
清
浄
化
と
い
う
立
場
と
は

違
っ
た
、
つ
ま
り
、
清
浄
・
雑
染
の
区
別
が
そ
れ
に
よ
っ
て
成
立

す
る
、
そ
の
よ
う
な
理
法
に
随
う
立
場
が
こ
の
第
六
地
の
菩
薩
に

開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
第
六
地
の
中
心
テ
ー
マ
は
そ
の
理
法
た
る
縁

起
の
観
察
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
縁
起
の
観
察
と
い
っ
て

も
、
こ
れ
は
第
五
地
の
四
聖
諦
の
観
察
と
同
様
に
菩
薩
の
不
住
道

の
行
と
い
う
意
味
で
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
第
六
地
の
〃
勝
慢
″
は
第
五
地
の
菩
薩
の
不
住
道
の
行
た

る
実
践
上
の
課
題
と
し
て
浮
び
上
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
勝
慢
が
対
治
さ
れ
た
場
合
、
不
住
道
の
行
が
第
五
地
と
違
っ
た

仕
方
で
開
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
違
っ
た
在
り
方
こ
そ

「
随
順
忍
」
で
あ
る
。

こ
の
第
六
地
で
は
勝
慢
↓
平
等
性
↓
明
利
な
る
随
順
忍
と
展
開

し
、
明
利
な
る
随
順
忍
こ
そ
が
不
住
道
の
行
を
開
く
も
の
で
あ
る
。

⑧
の
Ｉ
で
説
明
さ
れ
た
第
五
地
に
お
け
る
㈲
○
の
関
係
が
こ
の
地

で
も
同
様
に
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
℃

と
も
か
く
縁
起
の
観
察
は
不
住
道
の
行
の
意
味
で
あ
る
。
だ
か

ら
世
親
註
６
で
「
衆
生
を
捨
て
ず
に
一
切
の
微
細
な
る
縁
起
の
相

⑮

を
観
察
す
る
」
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
で
経
典
で
は
十
種
の
相
を
も

っ
て
縁
起
が
観
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
世
親
は
そ
の
十
種
の
縁

⑯

起
に
つ
い
て
三
門
を
も
っ
て
の
観
察
す
る
見
方
と
慈
悲
と
等
し
い

も
の
で
あ
る
と
観
察
す
る
見
方
と
一
切
の
行
相
の
観
察
と
す
る
見

方
の
三
種
が
あ
る
と
言
う
。
そ
の
中
で
三
門
を
も
っ
て
の
観
察
と

は

一
、
（
無
我
の
義
の
）
成
立
、
（
批
難
に
対
す
る
）
答
、
（
縁

起
の
）
相
の
安
立

二
、
勝
義
諦
の
安
立

三
、
世
俗
諦
の
安
立
こ
れ
に
六
種
あ
る
。

④
雑
染
の
依
止
の
観
察
、
＠
因
の
観
察
、
④
苦
過
を
摂
し
て

い
る
こ
と
の
観
察
、
ｅ
過
失
が
断
ぜ
ら
れ
る
こ
と
の
観
察
、

④
不
厭
と
厭
と
の
因
の
観
察
、
④
甚
深
性
の
観
察

⑰

と
で
あ
る
。

紙
数
の
都
合
上
こ
れ
ら
す
。
へ
て
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の

で
、
相
の
安
立
・
勝
義
諦
、
世
俗
諦
の
中
の
雑
染
の
依
止
の
観
察

を
通
し
て
不
住
道
の
行
の
意
義
を
う
か
が
う
に
と
ど
め
よ
う
。

ま
ず
「
相
の
安
立
」
と
は
、
世
親
註
を
取
意
し
て
言
え
ば
、
現

実
は
縁
起
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
無
我
で
あ
り
、
作
者
も
受
者
も

勝
義
と
し
て
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
実
在
す
る
よ
う
に

見
え
る
の
は
劣
慧
の
所
為
で
あ
る
、
と
言
っ
て
「
無
我
の
義
の
成

立
」
と
そ
れ
に
対
す
る
反
論
に
答
え
已
っ
て
、
縁
起
が
い
か
な
る
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相
を
も
っ
て
生
ず
る
か
を
示
す
の
が
「
相
の
安
立
」
で
あ
る
。
そ

の
相
と
は
何
で
あ
る
か
と
言
え
ば
十
二
有
支
で
あ
る
。
衆
生
の
憂

愁
・
悲
・
苦
に
至
る
現
実
の
相
こ
そ
が
縁
起
の
相
で
あ
る
、
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
縁
起
と
は
現
実
を
説
明
す
る

原
理
あ
る
い
は
言
語
で
は
な
い
。
現
実
の
相
の
徹
底
し
た
観
察

（
世
親
註
６
で
言
え
ば
、
大
悲
を
円
満
せ
ん
が
た
め
に
、
世
間
の

生
と
減
と
を
観
察
す
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
現
実
を
超
越
す
る
原
理

あ
る
い
は
言
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
述
し
た
自
己
矛
盾
を
媒
介
と

し
て
獲
得
さ
れ
た
「
法
の
平
等
性
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ

づ
（
〕
Ｃ

こ
の
「
相
」
に
つ
い
て
諦
が
安
立
さ
れ
る
。

そ
れ
で
「
勝
義
諦
」
と
は
何
で
あ
る
か
と
言
え
ば

「
彼
が
（
そ
れ
縁
起
を
）
遍
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
脱
す
る

よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
そ
れ
（
縁
起
）
を
観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

所
以
は
彼
は
こ
の
よ
う
に
思
惟
す
る
。
こ
の
三
界
に
属
す
る
も
の

は
す
べ
て
唯
心
で
あ
る
、
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
三
界

は
心
の
転
変
の
み
（
ｇ
詐
騨
も
肖
昌
四
目
四
‐
目
鼻
目
）
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
と
註
釈
さ
れ
、
「
世
俗
諦
」
は

「
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
勝
義
諦
に
入
る
こ
と
で
あ
り
」
そ

の
中
の
「
雑
染
の
依
止
の
観
察
」
と
は
「
諸
有
支
分
が
自
体
を
離

れ
た
心
の
み
に
よ
っ
て
、
一
心
に
依
る
か
ら
で
あ
る
。
所
以
は
、

如
来
に
よ
っ
て
分
別
さ
れ
（
胃
島
胃
冒
）
説
か
れ
た
十
二
の
有
の

支
分
は
す
べ
て
一
心
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
故
か
と
言

え
ば
、
あ
る
事
物
に
対
す
る
賞
を
具
す
る
心
が
お
こ
る
と
き
、
そ

れ
が
識
で
あ
る
云
為
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
｝
」
れ
は
二

諦
を
安
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
心
の
所
摂
と
し
て
縁
起
を
観

察
す
る
こ
と
で
あ
る
と
知
る
今
へ
き
で
あ
る
」

と
註
釈
さ
れ
る
。
「
相
」
と
「
諦
」
の
安
立
か
ら
「
十
二
有
支
」

と
「
唯
心
」
と
「
一
心
①
厨
‐
ｏ
詳
冨
」
の
三
概
念
が
摘
出
さ
れ
る
。

こ
の
中
心
は
世
親
が
註
釈
し
て
い
る
よ
う
に
「
一
心
」
で
あ
る
。

「
一
心
」
と
は
世
親
は
特
に
註
釈
し
て
い
な
い
が
経
典
の
こ
と
ば

か
ら
理
解
す
る
と
現
実
に
起
っ
て
い
る
或
る
心
、
現
在
す
る
心
、

も
っ
と
簡
単
に
言
え
ば
、
ひ
と
想
い
で
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
～

わ
れ
わ
れ
の
現
実
と
言
っ
て
も
〃
ひ
と
想
い
Ｉ
一
心
″
で
あ
る
。

こ
の
一
心
の
う
ち
に
世
界
が
所
有
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
十
二
有
支

（
相
の
安
立
）
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
一
心
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

て
無
始
・
無
終
と
い
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
一

心
が
世
親
に
は
「
雑
染
の
依
止
」
と
観
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
か

な
る
衆
生
も
一
心
と
い
う
在
り
方
で
生
き
て
い
る
。
一
切
衆
生
を

貫
ぬ
い
て
い
る
同
一
の
地
平
で
あ
り
、
拒
否
で
き
な
い
事
実
で
あ

る
。
だ
が
、
衆
生
と
は
身
体
外
界
が
実
在
す
る
か
ら
一
心
も
実
在

す
る
と
考
え
る
。
こ
こ
に
事
実
と
分
別
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
今
、
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こ
の
点
か
ら
二
諦
を
考
え
る
と
、
分
別
（
妄
想
）
を
止
め
さ
せ
、

破
ら
ん
が
た
め
に
事
実
を
教
示
す
る
こ
と
が
世
俗
諦
で
あ
る
。
そ

し
て
事
実
に
還
る
こ
と
が
勝
義
諦
で
あ
る
。
還
れ
ば
分
別
は
「
三

界
は
唯
心
で
あ
る
」
と
い
う
自
覚
の
相
（
勝
義
諦
）
と
な
る
。
こ

の
よ
う
な
理
由
か
ら
．
心
」
の
観
察
が
重
要
な
意
義
を
有
す
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
世
親
註
で
「
こ
れ
（
雑
染
の
依
止
の
観
察
と

は
）
は
三
諦
を
安
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
心
の
所
摂
と
し
て

縁
起
を
観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
わ
れ

た
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
が
十
種
の
縁
起
を
三
門
を
も
っ
て

観
察
す
る
見
方
で
あ
る
。

次
に
十
種
の
縁
起
の
相
を
も
っ
て
慈
悲
の
表
現
で
あ
る
と
す
る

⑱

見
方
は
、
四
種
に
分
別
さ
れ
る
。
日
衆
生
の
愚
痴
・
顛
倒
の
相
の

観
察
・
口
ア
ー
ラ
ャ
及
び
転
誠
よ
り
解
脱
が
求
め
ら
れ
る
尋
へ
き
な

の
に
愚
痴
顛
倒
し
た
我
に
求
め
る
。
だ
か
ら
、
三
界
唯
心
、
一
心
が

⑲

そ
の
対
治
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
と
の
観
察
、
⑤
三
種
の
別
因
を

も
っ
て
解
脱
を
求
め
る
こ
と
の
対
治
と
し
て
の
観
察
個
苦
滅
加

無
為
、
雑
染
を
離
れ
た
、
世
間
を
越
え
た
相
あ
る
真
の
解
脱
を
求

め
ず
、
雑
染
・
行
苦
と
相
応
す
る
無
色
に
解
脱
を
求
め
る
こ
と
の

対
治
と
し
て
観
察
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

⑳

次
に
一
切
行
相
の
観
察
と
は
九
種
に
分
別
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
九
種
の
名
だ
け
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
る
。
日
清
浄
と
雑
染

の
区
別
の
観
察
、
口
縁
起
の
観
察
、
同
方
便
の
観
察
、
口
縁
起
の

相
の
観
察
、
⑤
諦
に
入
る
こ
と
の
観
察
、
㈲
力
と
無
力
の
住
に
入

る
こ
と
の
観
察
、
㈲
我
慢
な
き
こ
と
に
入
る
こ
と
の
観
察
、
㈹
無

始
の
観
察
、
㈹
種
々
性
の
観
察
、
と
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
縁
起
に
三
種
の
観
察
点
を
見
る
と
こ
ろ

に
世
親
の
縁
起
観
の
独
自
性
が
窺
わ
れ
よ
う
。
今
日
ま
で
縁
起
と

い
え
ば
論
理
的
究
明
の
点
に
重
き
が
置
か
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
龍
樹
の
「
中
論
」
に
し
ろ
、
今
の
世
親
の
観
点
に
し
ろ
、

縁
起
の
法
を
佛
陀
の
慈
悲
と
し
て
仰
ぎ
、
教
化
せ
し
め
ら
る
、
へ
き

教
法
と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
縁
起
に
三
種
の
観
点
を
見
出
し
た
こ
と
は
菩
薩
に
と

っ
て
縁
起
の
観
察
が
決
定
的
な
意
義
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
。

縁
起
の
観
察
が
不
住
道
の
行
で
あ
る
所
以
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
論
述
に
よ
っ
て
、
第
六
地
に
お
け
る
㈲
口
の
内
的

関
係
と
口
の
有
す
る
意
義
が
ほ
ぼ
了
解
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

第
五
・
第
六
の
両
地
で
佛
教
の
歴
史
が
辿
っ
た
必
然
的
な
過
程

が
菩
薩
の
経
験
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
菩
薩
道

の
一
応
の
完
成
を
果
そ
う
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
着

点
こ
そ
世
親
の
第
五
・
第
六
地
に
対
す
る
同
一
の
註
釈
の
背
景
で

は
な
か
ろ
う
か
。

51



註①
不
捨
は
世
親
註
で
は
．
ｇ
目
印
で
あ
り
、
シ
ャ
タ
ピ
タ
ヵ
に
ｍ
号
①
‐

冨
四
と
あ
り
、
菩
提
流
支
の
用
語
例
で
不
捨
と
し
た
。

②
西
蔵
大
蔵
経
（
北
京
版
）
一
○
四
巻
や
弓
鴎
圃
團
．

③
十
種
の
世
界
と
は
、
①
衆
生
界
②
世
界
③
法
界
④
虚
空
界

⑤
識
界
⑥
欲
界
⑦
色
界
③
無
色
界
⑨
妙
な
る
意
味
と
勝
解
と

の
界
⑩
広
大
な
る
意
味
と
勝
解
と
の
界
、
Ｒ
本
冒
蟹
さ
目
目
目
‐

汁
Ｈ
四
℃
・
い
ぃ

④
Ｒ
本
や
億
・

⑤
山
口
本
自
己
胃
習
冨
ぐ
ご
園
盟
画
面
や
］
呂
凰
．

⑥
Ｒ
本
や
患
．

⑦
Ｒ
本
や
に
．

③
Ｒ
本
や
に
．
四
耳
目
乱
房
○
》
号
洋
弓
○
ず
自
尊
凶

⑨
大
正
蔵
経
三
五
巻
篭
曽
．

⑩
Ｒ
本
や
ミ
．
①
無
根
拠
性
②
無
相
③
不
生
（
沙
ｐ
ｐ
ｇ
目
四
）

④
不
起
（
且
四
国
）
⑤
寂
静
⑥
本
来
清
浄
⑦
無
戯
論
③
不
取

不
捨
⑨
如
幻
性
⑩
不
二
性
の
十
種
の
法
の
平
等
性
で
あ
る
。

⑪
Ｒ
本
己
震
．
「
彼
に
は
十
波
羅
蜜
の
中
、
慧
波
羅
蜜
が
最
も
き
わ

だ
っ
て
い
る
。
（
頁
四
劃
響
腎
色
日
岸
竿
鼻
再
時
国
ｉ
３
日
巴
」

②
西
蔵
大
蔵
経
一
○
四
巻
匡
冒
や
認
．
（
初
地
の
起
分
に
あ
た

る
）
で
「
何
故
に
菩
薩
の
十
地
を
安
立
す
る
の
か
、
と
い
え
ば
、
そ

れ
は
十
の
所
対
治
に
対
す
る
十
の
対
治
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

十
所
対
治
と
は
何
で
あ
る
か
、
と
言
え
ば
、
①
凡
夫
性
、
②
身
等
に

よ
る
衆
生
の
邪
行
云
を
」
と
十
種
の
所
対
治
を
あ
げ
て
十
地
に
配
当

す
る
。
こ
の
中
で
、
第
五
地
の
陣
は
「
小
乗
に
よ
っ
て
浬
築
す
る
こ

と
」
と
あ
り
、
漢
訳
で
は
「
身
浄
分
別
（
清
浄
な
る
心
の
相
続
を
区

別
す
る
こ
と
）
」
と
あ
っ
て
異
っ
て
い
る
。
も
し
チ
尋
ヘ
ッ
ト
訳
に
し

た
が
え
ば
、
第
五
地
で
「
不
住
道
の
行
」
が
説
か
れ
る
の
は
必
然
の

理
で
あ
る
。
第
六
地
の
障
と
し
て
「
粗
な
る
相
を
生
起
す
る
こ
と
」

と
な
っ
て
い
る
。

⑬
西
蔵
大
蔵
経
］
Ｅ
、
艘
雷
ご
邑
二

⑭
同
隠
号
や
ｇ
Ｐ

⑮
十
種
縁
起
の
相
の
観
察
と
は
①
有
支
分
の
連
続
（
十
二
因
縁
の

順
観
）
②
一
心
に
入
る
③
自
業
の
不
壊
④
不
相
離
⑤
三
道

に
転
ず
る
（
煩
悩
道
、
業
道
、
苦
道
）
⑥
前
際
と
後
際
と
の
観
察

⑦
三
苦
性
の
生
起
③
因
縁
よ
り
生
ず
る
こ
と
⑨
生
滅
に
縛
さ
れ

る
こ
と
⑩
有
と
尽
と
の
観
察
で
あ
る
。
こ
の
十
種
が
世
親
の
縁
起

の
三
種
の
見
方
に
そ
れ
ぞ
れ
配
当
さ
れ
る
。

⑯
西
蔵
大
蔵
経
一
○
四
巻
鵠
曽
ｌ
誤
宙
や
］
９
．

⑰
三
門
と
十
種
の
縁
起
の
相
と
の
配
当
を
あ
げ
て
お
く
、
第
一
門
ｌ

①
第
二
門
・
第
三
門
の
④
ｌ
②
、
＠
ｌ
③
、
④
④
ｌ
⑤
、
ｅ
ｌ
⑥
、

④
ｌ
⑦
、
ｅ
ｌ
③
⑨
⑩

⑬
西
蔵
大
蔵
経
一
○
四
巻
誤
弓
ｌ
暁
苫
や
］
急
．

⑲
同
呂
昏
勺
Ｓ
ｍ
．
こ
れ
は
、
解
脱
を
得
る
た
め
の
因
と
異
っ
た

三
種
の
因
で
あ
り
、
Ｓ
「
自
性
（
目
鳥
甚
）
と
自
在
天
」
を
因
と
し

て
解
脱
を
求
め
る
こ
と
㈲
苦
行
を
因
と
し
て
、
匂
無
因
を
も
っ
て
解

脱
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
と
世
親
は
註
釈
す
る
。

⑳
同
鵠
習
ｌ
麗
冒
己
ら
？
］
９
．
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な
お
、
世
親
註
１
１
５
ま
で
の
箇
所
を
記
し
て
お
く
。

世
親
註
１
、
西
蔵
大
蔵
経
一
○
四
巻
隠
冨
ご
畠
．

″
２
″
〃
誤
◎
ず
ロ
ぢ
い

ノノ〃〃

イQ
土』５

〃ノノ〃

〃〃〃〃』

い
』
］
い
、
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